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NetBackup Self Service リ
リースノート

この章では以下の項目について説明しています。

■ NetBackup Self Service 10.3 について

NetBackup Self Service 10.3 について
NetBackup Self Service 10.3 は自動化と制御を IT に提供する一方、ユーザーがセル
フサービスで通常のバックアップやリストアのリクエストを処理できるようにします。

Self Service のマルチテナント、役割ベースのアクセス、ダッシュボード機能により、保護
対象や進行中のバックアップ使用状況を表示できます。Self Service のリクエストフォー
ムを使うと、NetBackup 管理の複雑性についてトレーニングを受けていないユーザーで
も複合ポリシー管理タスクを安全に管理できます。

企業の場合

複数の場所とデータセンターで多くのエンドポイントに対しバックアップおよびリストアを

管理することは、通常はスペシャリストのチームを必要とするタスクです。ポリシーへの変

更を有効にすることは、時間がかかる、間違えやすい手動アクティビティとなり、これによっ

て重大なリソースが保護されなくなる可能性があります。

直感的なセルフサービスポータルを有効にすると、複雑さと間違いが減り、多くの手動ポ

リシー変更アクティビティが自動化されます。また、非バックアップスペシャリストは管理お

よび監査される環境でバックアップおよびリカバリ関連のタスクを実行できるようになりま

す。

サービスプロバイダの場合

混合プラットフォームで複数のテナントにバックアップおよびリストアサービスを提供する

ことは、多くのサービスプロバイダにとって課題です。サービスプロバイダはセルフサービ

スを有効にし、バックアップおよびリストアに対するテナントリクエストを自動化できます。
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このアクションによりテナントを管理し、プロビジョニングコストを大幅に減らすことができま

す。

NetBackup Self Service では、複数のテナントが、インフラストラクチャのバックアップお
よびリストアのリクエストが直感的に行われる目的に合ったセルフサービスポータルにアク

セスできるようになります。保護環境のステータスは追跡され、報告されます。

サービスプロバイダはテナント環境間の厳密な分離およびセキュリティを保証しながら、

自動化から取得します。テナントは保護内容を管理および表示できます。

インストール

NetBackup Self Service をインストールする方法について詳しくは、『NetBackup Self
Service 10.3 インストールガイド』を参照してください。
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新機能および機能強化

この章では以下の項目について説明しています。

■ 新機能および機能強化

■ 修正済みのバグ

■ 既知の問題

■ 以前のバージョンからのアップグレード

新機能および機能強化
■ 基盤となる .Net Framework 4 を .Net Core 6 にアップグレードしました。

■ アダプタとポータルのインストールを 1 つの NetBackup Self Service インストーラに
統合しました。

■ NetBackup Self Service のログ機能を強化しました。

■ Nutanix ワークロードのサポートの強化
AHV には、VMware タグと同様に、配備に関する詳細情報をユーザーが自分で把
握できるカテゴリがあります。test や production などのカテゴリにより、定義した属
性に基づいてバックアップを識別して保護できます。タグを実装する初期フェーズで

は、NetBackup Self Service で DSTA に使用する資産ビューにタグを追加します。

■ NetBackup Self Service は NetBackup 10.3 以降の多要素認証機能をサポートす
るように変更されました。

NetBackup 10.3 で実装された多要素認証の変更点をサポートするために、下記の
変更が実装されています。

NetBackup プライマリサーバー 10.3 以降を追加するための変更:

■ バージョンドロップダウンに新しいバージョン番号が追加され、デフォルトで最新

バージョンが事前に選択されます。
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■ API キーと API キータグの新しい入力フィールドが追加され、SSH と REST API
のクレデンシャルフィールドが削除されました。

アップグレード:

■ アップグレードが完了したら、プライマリサーバーの情報を編集する必要がありま

す。それに合わせてバージョン、API キータグ、API キーを更新する必要がありま
す。

■ API キー ID と API キーは接続性チェックで検証されます。

■ NetBackup で API キーを削除してから再作成した場合は、NetBackup Self
Service で API キーを更新してから接続性チェックを実行する必要があります。

■ NetBackup Self Service は NetBackup 10.3 以降のマルチパーソン認証 (MPA)
機能をサポートするように変更されました。

NetBackup 10.3 で実装された MPA の変更点をサポートするために、下記の変更
が実装されています。

■ MPA の変更点は、［イメージの有効期限 (Image expiry)］のために実装されてい
ます。

■ NetBackup Self Service からのイメージが期限切れになると、NetBackup に対
して要求が生成され (NetBackup で MPA が有効な場合のみ)、その要求の承認
処理が必要になります。

■ MPA が有効な場合、NetBackup Self Service のアクティビティモニターにチケッ
ト ID が表示され、NetBackup の承認を待機します。

■ 要求が承認されたら、NetBackup Self Service で NetBackup Self Service か
らの手動同期を完了して、対応するイメージを期限切れにする必要があります。

修正済みのバグ
■ Hyper-V のリストアを修正しました。

既知の問題
■ NetBackup Self Service でカスタマイズのサポートが削除されました。カスタマイズ
は、必要に応じて機能として追加されます。

以前のバージョンからのアップグレード
NetBackup Self Service 7.7、7.7.3、8.0、8.1、8.1.2、8.2、8.3、9.0、9.1、10.0、10.1、
10.1.1、10.2 からのアップグレードはサポートされますが、SQL Server 2014 以降を使
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用している場合に限定されます。詳しくは、NetBackup ソフトウェア互換性リストを参照し
てください。

サイレントアップグレードは NetBackup Self Service 9.1、10.0、10.1、10.1.1、10.2 か
らのみ実行できます。

『NetBackup Self Service インストールガイド』で詳細を参照できます。「前提条件」セク
ションをよく読み、ご使用の環境が NetBackup Self Service 10.3 をサポートできること
を確認してください。
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